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 本論文は 6 章からなっている。第 1 章は研究の背景と目的、第 2 章は三角形三核

メタラジチオレン錯体におけるバリエーションの拡張と電子物性の解明、第 3章はニ

ッケラジチオレンによるπ共役ナノシートの構築と基礎物性の解明、第 4章ではニッ

ケラジチオレンナノシートの酸化状態の解明と電気伝導性の制御に基づく機能性の

発現、第 5章では構成要素である金属、配位子、カウンターイオンの変更によるバリ

エーションの構築、第 6章は研究成果のまとめと展望について述べられている。以下

に各章の概要を示す。 

 第 1章では、研究の背景と目的について述べている。物質の次元性は特異物性の発

現を可能にする。つまり、これまで分子として扱っていた物質を二次元物質に組み上

げることで新物性の発現が期待できる。そこで本研究ではメタラジチオレン錯体に着

目し、これを構成要素として利用することでπ共役ナノシートの構築を行った。まず、

三回対称三核メタラジチオレン錯体の研究において、バリエーションを構築し、この

研究を発展させた。それを基に、メタラジチオレンナノシートを構築し、基礎物性を

解明した。そしてその電子状態の解明と機能性の発現。金属や配位子などの構成要素

の変更による多彩なバリエーションの構築を実証した。 

 第 2章では、三角形三核メタラジチオレン錯体について述べている。これまでに研

究されていた 9 族元素の三角形三核錯体において金属と配位子のバリエーションの

拡張を行い、電子構造および電子的相互作用を解明した。還元により生じる金属部位

に由来した電子的相互作用のみならず、酸化によるメタラジチオレン環同士の電子的

相互作用を見出し、混合原子価状態の生成を実証した。 

 第 3章では、ニッケラジチオレンナノシートについて述べている。液液界面および

気液界面という特殊な反応場を利用して錯形成を制御することで多層および単層の

π共役ニッケラジチオレンナノシートの構築に成功した。組成と構造を様々な手法で

解明し、酸化還元特性を解明した。 

 第 4章では、ニッケラジチオレンナノシートの電子状態の解明と制御、そして電子

物性について述べている。ビスジチオラトニッケル部位の酸化状態を制御することで

電気伝導性の制御を達成した。理論計算と光電子分光測定を駆使して電子状態を解明

することで、多層のナノシートにおいて金属的な電子状態を有することを示すと共に、

単層のカゴメ格子に基づく特異なバンド構造を示した。それぞれの酸化状態において

電子特性を測定することにより、酸化状態の制御が電気伝導性の制御に繋がることを



実証した。 

第 5章では金属錯体ナノシートの構成要素の変更について述べている。カウンター

イオン、金属、配位子を変更することにより多彩なバリエーションを構築し、ナノシ

ートを構成する全ての要素が変更可能であることを実証した。 

 第 6章では、以上の結果を総括し、今後の研究展望を述べている。 

 以上、本論文では、多核系メタラジチオレン錯体の研究を発展させ、機能性ナノシ

ートの新たなボトムアップ構築手法の開発およびその機能性の実証について記述し

ている。本博士論文において開発されたπ共役金属錯体ナノシートは、二次元π共役

系と金属錯体の両方の長所を兼ね備えている。このようなナノシートの多彩な物性は

金属錯体ナノシートを基盤とした新奇な物性開拓の研究に繋がり、錯体化学のみなら

ず、材料化学や物性化学に新潮流を生み出すことが期待される。なお、本論文第 2

章は塚田学、坂本良太、高田健司、星子健、北河康隆、奥村光隆、西原寛との共同研

究、第 3 章と第 4 章は坂本良太、星子健、高田健司、宮地麻里子、柳志欣、佐々木

園、金廷恩、中里和郎、高田昌樹、西原寛との共同研究であり、一部はすでに学術雑

誌として出版されたものであるが、論文提出者が主体となって実験、解析を行ったも

ので、論文提出者の寄与が十分であると判断する。 

 したがって、博士（理学）の学位を授与できると認める。 


